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2．  家 業 を 継 ぐ た め 今 治 へ 帰 郷  

 

（株 ）ヤスハラは広島県福山市が原点  

  

 （ 株 ） ヤ ス ハ ラ の 原 点 は 、 広 島 県 福 山 市 に あ る 。 安 原 史 紀 氏 の 祖

父 に あ た る 初 代 の 安 原 新 一 氏 は 、 広 島 県 芦 品 郡 芦 田 町 （ 現 在 は 福 山

市 ）で 生 ま れ 育 っ た 。女 5 人 、男 １ 人 で 新 一 氏 も 安 原 家 の 跡 取 り と

し て 期 待 さ れ て い た が 、 瀬 戸 内 海 の 向 こ う 岸 に あ る 今 治 市 が 第 二 の

故 郷 と な り 終 の 住 処
す み か

と な っ た 。  

新 一 氏 は 、染 色 関 係 の 仕 事 に 就 く ま で 農 業 に 従 事 し 、ま た 畳 表
たたみおもて

の

職 人 見 習 い と し て も 働 い た 。芦 田 町 は 、「備 後 表
び ん ご お も て

」の 名 称 で 知 ら れ る

畳 表 の 産 地 で あ り 、 そ の 歴 史 は 南 北 朝 時 代 （ 1 3 3 6 年 〜 1 3 9 2 年 ）

に 遡 る 。 そ う し た 背 景 か ら 、 新 一 氏 は 、 畳 表 の 職 人 を 目 指 し た 時 期

も あ っ た 。 し か し 、 話 し 上 手 で 営 業 の 才 覚 が あ っ た た め 、 実 姉 を 頼

っ て 福 山 市 の 染 料 卸 業 の 岩 瀬 染 料 店 （ 現 在 は 岩 瀬 商 店 株 式 会 社 ） に

出 入 り す る よ う に な っ た 。 あ る 日 、 出 先 で 立 ち 寄 っ た 尾 道 の 船 乗 り

場 で 、当 時 綿 織 物 業 が 盛 ん だ っ た 今 治 の 話 を 耳 に し た 。新 一 氏 は「 こ

れ だ 」と ひ ら め い た 。「 綿 織 物 業 に は 染 料 が 欠 か せ な い 。つ ま り 、染

料 は 今 治 で 売 れ る 」 と 考 え た の で あ る 。 商 売 人 の 勘 で あ る 。  

さ っ そ く 店 主 に 今 治 で の 取 引 着 手 に つ い て 相 談 し た が 、 店 主 か ら

「 信 用 の な い 新 し い 土 地 で は 商 売 は し な い 」 と 一 蹴 さ れ た 。 そ こ で

引 き 下 が る 新 一 氏 で は な か っ た 。「 そ れ な ら ば 」と 自 ら 奮 起 し て 単 独

で 今 治 に 渡 り 、 岩 瀬 染 料 店 に 暖 簾 分 け を し て も ら う 形 で 今 治 の 地 で

商 売 を 始 め た 。  

今 治 と 尾 道 は 瀬 戸 内 海 を 挟 ん で 、 そ れ ぞ れ 違 う 県 に 属 し て い る 。 し

か し 、 海 の 交 通 の 発 達 に よ っ て 身 近 な 存 在 で あ っ た 。 1 897 年 に 今

治 と 尾 道 を 結 ぶ 鉄 道 連 絡 船 （ 瀬 戸 内 商 船 の 「 東 予 丸 」） が 開 設 さ れ 、

年 々 利 用 者 が 増 え る な か で 定 期 船 航 路 も 増 加 し た 。 そ し て 、 高 度 成

長 期 の 1 9 6 4 年 に は 水 中 翼 船 が 就 航 し た（ 尾 道 市「 尾 道 商 業 会 議 所
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記 念 館  第 3 0 回 企 画 展 示 解 説 」 2 01 6 年 ）。  

こ う し た 海 の 交 通 が 戦 前 か ら 発 達 を 遂 げ 、 瀬 戸 内 海 を 介 し た 「 し

ま な み 地 域 」の 人 々 の 往 来 は 活 発 化 し た 。鉄 道 連 絡 船 は 、「瀬 戸 内 し

ま な み 海 道 （ 西 瀬 戸 自 動 車 道 ）」 が 開 通 す る 19 99 年 ま で 、 人 々 の

重 要 な 足 だ っ た の で あ る 。  

 

 

        

 

 表 1 は 、ヤ ス ハ ラ の 略 年 譜 で あ る 。 1 9 2 2 年 に 新 一 氏 の 個 人 事 業

と し て 今 治 で 繊 維 染 色 向 け 染 料 お よ び 工 業 薬 品 の 販 売 を お こ な う 安

原 商 店 が 創 業 さ れ た 。見 知 ら ぬ 土 地 で の 商 売 は 苦 労 も あ っ た が 、「 染

料 は 売 れ る 」 と 睨 ん だ 新 一 氏 の 勘 は 当 た っ た 。 今 治 市 と そ の 周 辺 の

地 域 は 、 小 幅 綿 織 物 、 広 幅 綿 織 物 、 綿 ネ ル 、 タ オ ル と い う 具 合 に 時

代 の ニ ー ズ に 合 わ せ て 製 品 を 変 え な が ら 、 綿 織 物 産 地 と し て 発 展 し

て い た 。そ の 結 果 、染 料 の 需 要 も 増 加 し た 。加 え て 、「 範 囲 の 経 済 」  

を 活 用 し て 、製 紙 向 け の 染 料 お よ び 工 業 薬 品 の 販 売 も 手 が け た 。 

 新 一 氏 が 染 料 卸 業 を 今 治 で 開 業 し た 頃 は 、 す で に 化 学 染 料 が 主 流

に な っ て お り 、 ド イ ツ か ら の 輸 入 品 で 占 め ら れ た 。 化 学 染 料 は 、

新 一 氏 が 暖 簾 分 け し て も ら っ た 際 に 今 治 に 持 参 し

た 屋 号 入 り そ ろ ば ん 。表 は そ ろ ば ん（ 下 ）、裏 は「 岩

瀬 染 料 店 」 の 屋 号 が 彫 っ て あ る 。  

LOOKS
ノート注釈
企業が既存の経営資源やノウハウを有効に活用して複数事業を展開すること。
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1 8 5 4 年 に イ ギ リ ス 人 の パ ー キ ン に よ っ て 人 工 染 料 が つ く ら れ た の

が 最 初 と 言 わ れ て い る が 、 本 格 的 な 研 究 開 発 は ド イ ツ で お こ な わ れ

た （ 米 川 伸 一 「 ド イ ツ 染 料 工 業 と 『 イ ー ・ ゲ ー 染 料 株 式 会 社 』 の 成

立 過 程 」 『 一 橋 論 叢 』第 6 4 巻 第 5 号 、一 橋 大 学 、1 9 7 0 年 1 1 月 、

5 7 5–6 1 1 頁 ）。 第 一 次 世 界 大 戦 ま で 世 界 の 化 学 染 料 の 8 割 か ら 9

割 は ド イ ツ 製 で あ り 、日 本 に 輸 入 さ れ た 化 学 染 料 は お も に 3 大 化 学

メ ー カ ー と 呼 ば れ た 、バ ス フ（ B A S F）、バ イ エ ル 、ヘ キ ス ト   の

製 品 で あ っ た 。 第 一 次 世 界 大 戦 に よ っ て ド イ ツ 製 染 料 の 輸 入 は 一 時

途 絶 え る が 、 そ の 後 も 技 術 的 優 位 を 背 景 に 日 本 に お け る 市 場 開 拓 に

力 を 入 れ 、 ま た 日 本 で も 工 場 を 設 置 し て 製 造 を お こ な う よ う に な っ

た 。  

 

 

 

 安 原 商 店 で は 、 ド イ ツ 製 染 料 の 卸 業 を 中 心 に 今 治 地 域 で 事 業 基 盤

を 形 成 し て い っ た が 、日 本 が 1 9 3 7 年 の 日 中 戦 争 を 皮 切 り に 大 規 模

LOOKS
ノート注釈
ドイツの３大染料メーカー。バスフ（1861年創業、1865年設立）、バイエル（1850年創業、1881年設立）、ヘキスト（1862年創業、1879年設立）は、いずれもライン河およびマイン河の沿岸付近で誕生。バイエルとヘキストは現在製薬に重きを置く会社となったが、バスフは現在も総合科学メーカー大手として君臨している。
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な 戦 争 に 突 入 す る と 、国 の 命 令 に よ り 松 油 を 製 造 す る よ う に な っ た 。

松 の 木 か ら 抽 出 し た 油 は 、 潤 滑 油 と し て 戦 闘 機 な ど の 軍 用 機 に 使 用

さ れ た 。松 油 製 造 は 1 9 5 0 年 頃 ま で つ づ き 、そ の 後 染 料 卸 業 を 復 活

さ せ た が 、 松 油 製 造 事 業 は 安 原 商 店 か ら ス ピ ン ア ウ ト し た ヤ ス ハ ラ

ケ ミ カ ル （ 株 ） に 委 譲 さ れ た 。  

 戦 争 が 終 結 し て 平 和 な 時 代 が 訪 れ る と 、 安 原 商 店 は 戦 前 の 商 売 に

復 帰 し た 。そ し て 1 9 5 2 年 、安 原 商 店 は 株 式 会 社 に 法 人 化 さ れ 、同

時 に 安 原 氏 の 父 親 で あ る 義 男 氏 が 2 代 目 を 継 承 し た 。た だ し 、新 一

氏 と 連 名 の 代 表 取 締 役 就 任 で あ り 、厳 密 に は 、初 代 と 2 代 目 の 二 人

が 代 表 取 締 役 に 就 く 、「 二 人 代 表 制 」 と な っ た 。  

義 男 氏 は 、 初 代 の 新 一 氏 に 男 の 子 が い な か っ た た め 、 長 女 の マ サ

エ 氏 の 婿 と し て 安 原 家 に 迎 え 入 れ ら れ た 。「 安 原 家 は 女 系 家 族 だ か ら

な 」 と 安 原 氏 が 言 う よ う に 、 子 沢 山 で も 男 の 子 が 一 人 も い な い か 、

あ る い は 長 男 一 人 か の ど ち ら か で あ っ た 。 安 原 氏 本 人 も 上 と 下 が 女

の 子 で 安 原 家 で は 唯 一 の 男 の 子 だ っ た た め 、 長 男 ゆ え 跡 取 り と し て

の 重 圧 感 は 幼 少 の 頃 よ り あ っ た 。  

 ま た こ の 年 に 、 愛 媛 県 東 予 地 区 、 つ ま り 現 在 の 四 国 中 央 市 周 辺 の

三 島 地 区 の 製 紙 事 業 を 対 象 と す る 商 品 の 販 売 拡 充 を 目 的 に 、 今 治 か

ら 自 動 車 で 1 時 間 2 0 分 ほ ど の 距 離 に あ る 川 之 江 市（ 現 在 は 四 国 中

央 市 ） に 川 之 江 出 張 所 （ 1 9 8 2 年 に 川 之 江 営 業 所 に 改 称 ） が 開 設 さ

れ た 。  

  戦 後 は 再 び ド イ ツ か ら 染 料 が 輸 入 さ れ た が 、 価 格 は 高 か っ た 。 し

か し 、 輸 入 染 料 の 価 格 は 次 第 に 落 ち 着 き 、 タ オ ル 工 業 の 発 展 で 染 料

の 需 要 が 伸 び て い く に つ れ て 大 量 に 消 費 さ れ る よ う に な っ た 。 過 剰

生 産 や 人 手 不 足 、 人 件 費 の 上 昇 な ど の 問 題 に 直 面 し な が ら も 高 度 成

長 期 、 安 定 成 長 期 、 1 9 8 0 年 代 の バ ブ ル 経 済 に お け る タ オ ル 工 業 の

発 展 を 受 け て 、 ヤ ス ハ ラ は 事 業 を 拡 充 さ せ て い っ た 。 1 983 年 に タ

オ ル プ リ ン ト 用 エ マ ル ジ ョ ン （ 油 性 イ ン ク と 水 性 ゲ ル イ ン ク を 特 殊

な 方 法 で 混 合 さ せ た 染 料 ） や バ イ ン ダ ー （ 顔 料 を 繊 維 に 固 着 さ せ る
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た め の 接 着 剤 ） の 製 造 を 開 始 し た 。 製 造 面 の み な ら ず 販 売 面 に お い

て も 従 来 以 上 に 力 を 入 れ 、 1 9 9 3 年 に 大 阪 営 業 所 を 開 設 し た 。  

 

        

 （ 株 ） ヤ ス ハ ラ 本 社  

 

もがいた末 、腹をくくる  

 

 さ て 、 話 を 安 原 氏 自 身 に 戻 す と 、 ヨ ー ロ ッ パ 行 き の 誘 惑 に 駆 ら れ

て 帰 郷 し た も の の 、 そ の 夢 は あ っ け な く 幻 に 消 え て 安 原 商 店 に 入 社

し た 安 原 氏 は 、最 初 、川 之 江 出 張 所 の 営 業 見 習 い と し て 配 属 さ れ た 。

商 品 を 配 送 し た り 、顧 客 の 名 前 と 顔 を 覚 え た り 、現 場 を 見 回 っ た り 、

新 入 社 員 の や る べ き こ と を 一 通 り や っ た 。 い ま で は 笑 い 話 だ が 、 入

社 当 初 は 毎 日 ス ー ツ ケ ー ス に 洗 濯 物 を は じ め 必 要 な 荷 物 を 放 り 込 ん

で 、い つ で も「 逃 げ ら れ る 」よ う な 生 活 を し て い た 。し か し 、「い い

加 減 な こ と を や っ て い た ら 、 や っ ぱ り ツ ケ は 回 っ て き ま す ね 」 と 安

原 氏 が 懐 古 し な が ら 言 う よ う に 、 周 り が 心 配 し て い ろ い ろ と 安 原 氏

に 物 申 す よ う に な り 、少 し ず つ 自 分 の な か で も 変 化 が 訪 れ た 。3 0 歳

く ら い ま で 自 分 の な か で 常 時 葛 藤 が あ り 、 も が い た 時 期 は 長 か っ た

が 、「 覚 悟 」 を 決 め て か ら は 仕 事 に 精 進 し た 。  

川 之 江 出 張 所 で は 、 タ オ ル 用 染 料 で は な く 製 紙 用 染 料 を お も に 扱

っ て い た た め 、 製 紙 用 染 料 お よ び 工 業 薬 品 に 関 す る 知 識 の 習 得 に 一
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意 専 心 し た 。 つ い で 繊 維 用 染 料 に つ い て も 勉 強 し た 。 し か し 、 新 規

の 顧 客 を 獲 得 し た り 、 商 品 の 配 達 の 際 に 既 存 の 顧 客 に 新 し い 商 品 の

提 案 を し た り す る に は 机 上 の 知 識 だ け で は 不 十 分 だ っ た た め 、 ２ ０

代 は 製 造 現 場 に も 積 極 的 に 赴 い た 。 た と え ば 、 取 引 先 の 染 料 メ ー カ

ー で 大 阪 に あ る 三 井 東 圧 化 学（ 株 ）  （ 現 在 は 三 井 化 学 株 式 会 社 ）

や 東 京 に あ る 保 土 谷 化 学 工 業 （ 株 ）   な ど で 短 期 間 の 研 修 を 何 度

も 重 ね た 。  

 大 阪 で の 研 修 中 、 日 本 万 国 博 覧 会 （ 大 阪 万 博 ） を 絶 好 の タ イ ミ ン

グ で リ ア ル に 感 じ ら れ た の は 幸 運 だ っ た 。 東 京 オ リ ピ ッ ク の と き も

そ う で あ っ た が 、 変 わ り ゆ く 大 阪 と 躍 動 す る 日 本 の 元 気 な 姿 は 、 安

原 氏 に と っ て も 刺 激 的 な 体 験 と な っ た 。  

 3 0 歳 を 過 ぎ た 頃 、安 原 氏 は 、学 生 時 代 か ら 長 く も が い た 末 に 自 分

の 運 命 を 受 け 入 れ 、将 来 経 営 者 と な る 決 意 を 固 め た 。そ し て 、3 5 歳

の と き に は 会 社 の 舵 取 り を 任 さ れ る よ う に な り 、 登 記 簿 上 で も 父 親

の 義 男 氏 と の 連 名 で 代 表 取 締 役 に 就 任 し た 。（ 次 号 に つ づ く ）  

 

 

 

 

LOOKS
ノート注釈
1968年、三井鉱山を母体として設立された東洋高圧工業（1933年設立）と三井化学工業（1941年設立）が合併して三井東圧化学（株）が発足。同社は世界的にも優れた尿素技術を保有。1997年に三井石油化学工業（株）と合併して現在の三井化学（株）となる。


LOOKS
ノート注釈
1915年に個人事業として「程谷曹達工場」創業。翌年、保土谷化学工業に改称し、郡山工場を設立。1927年から染料の製造に着手。戦後は農薬や過酸化水素、ウレタン防水材なども製造するようになり総合化学メーカーに成長。



